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道　標

あ
る
。
「
キ
リ
ス
ト
の
受
肉

の
時
に
神
性
と
人
性
が
神
秘

的
で
素
晴
ら
し
い
方
法
で
唯

一
の
位
格
に
結
合
し
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
に
な
っ
た
」

と
主
張
し
、
こ
れ
が
正
統
信

仰
と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
マ
リ
ア
は
人
間
の
身
分

で
あ
り
な
が
ら
、
神
の
子
イ

エ
ス
の
母
と
な
ら
れ
た
の
で

神
の
母
で
あ
る
こ
と
が
相
応

し
い
と
い
う
意
味
で
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
教
会
に
よ
る

マ
リ
ア
の
「
神
の
母
」
宣
言

に
よ
っ
て
、
文
明
史
家
た
ち

は
、
そ
れ
ま
で
人
々
の
間
で

美
の
象
徴
で
あ
っ
た
、
ギ
リ

シ
ャ
神
話
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が

持
つ
美
と
女
性
の
理
想
像
が

聖
母
マ
リ
ア
に
移
行
し
た
こ

と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
野
蛮

だ
っ
た
道
徳
的
価
値
が
高
め

ら
れ
た
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
西
欧
に

お
い
て
女
性
の
純
潔
と
母
性

の
価
値
観
が
受
け
入
れ
ら

れ
、
広
め
ら
れ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
 

次
に
、
聖
書
に
描
か
れ
て

い
る
、
聖
母
マ
リ
ア
の
姿
を

思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

１
・
信
仰
に
よ
る
受
託
 

マ
リ
ア
は
神
の
子
を
宿
す

こ
と
に
な
る
と
い
う
大
天
使

の
お
告
げ
に
対
し
て
、
「
わ

た
し
は
主
の
は
し
た
め
で

す
。
お
言
葉
ど
お
り
、
こ
の

身
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」

（
ル
カ
１
・
38
）
と
答
え
ま

し
た
。
こ
の
神
に
対
す
る

「
は
し
た
め
」
と
し
て
の
身

分
の
自
覚
と
そ
の
御
旨
に
対

す
る
従
順
は
、
神
と
対
等
の

身
分
と
な
り
、
御
旨
に
反
し

た
行
動
を
と
っ
た
、
人
祖
エ

バ
と
好
対
照
を
な
し
ま
す
。

（
創
世
記
３
・
６
、
26
参

照
）
 

２
・
神
の
摂
理
を
観
想
す

る
態
度
 

「
し
か
し
マ
リ
ア
は
こ
れ

ら
の
出
来
事
を
す
べ
て
心
に

納
め
て
思
い
巡
ら
し
て
い

た
」
（
ル
カ
１
・
19
）

イ
エ
ス
の
誕
生
の
次
第

は
、
人
間
の
常
識
を
は
る
か

に
超
え
た
も
の
で
し
た
。
物

事
が
自
分
の
思
い
通
り
に
い

か
な
い
と
き
、
聖
母
マ
リ
ア

の
観
想
す
る
祈
り
を
見
習
い

た
い
も
の
で
す
。
 

３
・
十
字
架
の
イ
エ
ス
と

心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
皆

の
母
と
な
る
 

「
イ
エ
ス
は
、
母
と
そ
の

そ
ば
に
い
る
愛
す
る
弟
子
と

を
見
て
、
母
に
、
『
婦
人

よ
、
御
覧
な
さ
い
、
あ
な
た

の
子
で
す
。
』
と
言
わ
れ

た
。
そ
れ
か
ら
弟
子
に
言
わ

れ
た
。
『
見
な
さ
い
、
あ
な

た
の
母
で
す
。
』
そ
の
時
か

ら
こ
の
弟
子
は
イ
エ
ス
の
母

を
自
分
の
家
に
引
き
取
っ

た
。
」
（
ヨ
ハ
ネ
19
・
26
〜

27
）私

た
ち
の
罪
を
贖
う
た
め

の
イ
エ
ス
の
十
字
架
上
で
の

死
に
、
母
マ
リ
ア
は
心
を
一

つ
に
し
て
寄
り
添
い
ま
す
。

こ
の
行
為
を
見
て
イ
エ
ス
は

自
分
の
母
を
、
弟
子
の
ヨ
ハ

ネ
に
委
ね
ま
す
。

あ
る
聖
書
学
者
に
よ
る

教
区
の
皆
さ
ま
、
お
元
気

で
し
ょ
う
か
。
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
は
春
爛
漫
の
こ
の
月
を

伝
統
的
に
「
聖
母
月
」
と
呼

ん
で
、
特
別
に
マ
リ
ア
さ
ま

へ
の
崇
敬
を
表
し
て
い
ま

す
。
典
礼
暦
で
は
、
丁
度
50

日
間
に
及
ぶ
復
活
節
中
に
当

た
る
の
で
、
マ
リ
ア
さ
ま
を

通
し
て
、
復
活
の
主
イ
エ
ス

を
称
え
る
事
に
も
な
り
ま

す
。
 

さ
て
、
今
回
は
聖
母
マ
リ

ア
に
対
す
る
崇
敬
と
信
心
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま

す
。
聖
母
マ
リ
ア
へ
の
崇
敬

と
信
心
が
公
式
に
始
ま
っ
た

の
は
、
エ
フ
ェ
ゾ
公
会
議

（
４
３
１
年
）
以
降
で
す
。

マ
リ
ア
の
こ
と
を
「
キ
リ
ス

ト
の
母
」
で
あ
る
と
主
張
し

て
い
た
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
に

対
し
て
、
公
会
議
は
、
マ
リ

ア
に
「
神
の
母
」
の
称
号
を

与
え
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の

称
号
の
意
味
の
違
い
は
以
下

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス

派
は
十
字
架
で
苦
し
み
を
受

け
た
の
は
キ
リ
ス
ト
の
人
性

で
あ
っ
て
、
彼
の
神
性
は
苦

し
ま
な
か
っ
た
と
主
張
し
て

い
ま
し
た
。
一
方
、
公
会
議

派
に
よ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
は

真
の
人
で
あ
り
、
真
の
神
で

「
教
会
の
母
聖
マ
リ
ア
」
に

司
教
シ
ノ
ド
ス
の
成
功
を
祈
る

鹿
児
島
教
区
司
教

中

野

裕

明

司教の手紙

ま
た
イ
エ
ス
の
兄
弟
た
ち
と

心
を
合
わ
せ
て
熱
心
に
祈
っ

て
い
た
。
」
（
使
徒
言
行
録

１
・
13
〜
14
）

こ
れ
は
イ
エ
ス
の
昇
天
か

ら
、
聖
霊
降
臨
ま
で
の
弟
子

た
ち
の
様
子
で
す
。
こ
の
文

章
に
は
初
代
教
会
の
構
成
メ

ン
バ
ー
が
よ
く
表
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
に
、
イ
エ
ス

か
ら
選
ば
れ
た
弟
子
た
ち
の

次
に
し
っ
か
り
と
イ
エ
ス
の

母
マ
リ
ア
の
名
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

初
代
教
会
の
誕
生
の
場
面
か

ら
、
聖
母
マ
リ
ア
は
使
徒
た

ち
と
信
者
の
群
れ
の
中
に
、

静
か
に
、
し
か
も
確
実
に
祈

り
と
共
に
歩
ん
で
い
た
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
２
０
１
８
年

２
月
11
日
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
は
、
教
会
の
誕
生
日
と

な
る
聖
霊
降
臨
の
祭
日
の
翌

日
の
月
曜
日
を
「
教
会
の
母

聖
マ
リ
ア
」
の
記
念
日
に
定

典
礼
を
考
慮
し
て
数
年
前
か
ら

火
曜
日
に
さ
さ
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

午
前
11
時
過
ぎ
に
始
ま
っ
た

ミ
サ
に
は
、
22
人
の
司
祭
と
３

人
の
終
身
助
祭
が
駆
け
つ
け
、

中
野
裕
明
司
教
を
囲
ん
だ
。
信

者
の
列
席
は
50
人
ほ
ど
だ
っ

た
。ミ

サ
の
冒
頭
で
中
野
司
教

は
、
こ
の
ミ
サ
で
秘
跡
を
授
け

る
際
に
使
用
さ
れ
る
油
が
聖

別
・
祝
別
さ
れ
る
こ
と
を
告

げ
、
ま
た
司
祭
職
制
定
を
も
記

念
す
る
ミ
サ
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
司
祭
が
忠
実
に
使
命
を
果
た

せ
る
よ
う
祈
っ
て
欲
し
い
」
と

願
っ
た
。

ル
カ
に
よ
る
福
音
朗
読
後
の

説
教
で
も
中
野
司
教
は
、
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
教
皇
が
著
し
た
司
祭

養
成
の
た
め
の
基
本
要
綱
指
針

「
召
命
の
た
ま
も
の
」
（
２
０

１
６
年
）
か
ら
現
代
に
ふ
さ
わ

し
い
司
祭
像
と
は
何
か
を
取
り

と
、
こ
の
文
章
の
構
図
は
、

あ
た
か
も
任
命
式
で
あ
る
か

の
よ
う
だ
と
指
摘
し
ま
す
。

弟
子
に
向
か
っ
て
自
分
の
母

親
の
面
倒
を
依
頼
す
る
と
の

個
人
的
な
依
頼
で
は
な
く
、

自
分
の
母
親
を
あ
な
た
た
ち

の
母
と
し
て
与
え
る
と
い
う

意
味
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

別
の
意
味
で
は
、
マ
リ
ア

は
肉
体
的
母
か
ら
、
精
神
的

な
母
に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
す
べ
て
の
人
の
母
親
に

な
れ
る
と
い
う
事
で
も
あ
り

ま
す
。
 

４
・
「
彼
ら
は
都
に
入
る

と
、
泊
ま
っ
て
い
た
家
の
上

の
部
屋
に
上
っ
た
。
そ
れ

は
、
ペ
ト
ロ
、
ヨ
ハ
ネ
、
ア

ン
デ
レ
、
フ
ィ
リ
ッ
ポ
、
ト

マ
ス
、
バ
ル
ト
ロ
マ
イ
、
マ

タ
イ
、
ア
ル
フ
ァ
イ
の
子
ヤ

コ
ブ
、
熱
心
党
の
シ
モ
ン
、

ヤ
コ
ブ
の
子
ユ
ダ
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
皆
、
婦
人
た
ち

や
、
イ
エ
ス
の
母
マ
リ
ア
、

聖
香
油
の
ミ
サ
が
４
月
４
日

（
火
）
、
鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ

ル
・
ザ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
で
さ

さ
げ
ら
れ
た
。
司
教
と
司
祭
の

強
い
絆
を
表
す
こ
の
ミ
サ
は
、

本
来
な
ら
聖
木
曜
日
に
さ
さ
げ

ら
れ
る
も
の
だ
が
、
離
島
の
多

い
鹿
児
島
教
区
で
は
聖
週
間
の

上
げ
、
「
司
祭
に
と
っ
て
叙
階

式
が
頂
点
な
の
で
は
な
く
、
司

祭
は
天
に
召
さ
れ
る
ま
で
養
成

さ
れ
る
」
と
話
し
た
。
そ
の
上

で
叙
階
か
ら
３
〜
５
年
が
経
過

し
た
司
祭
た
ち
の
養
成
が
始
ま

り
、
教
区
か
ら
は
霧
島
神
父
、

ビ
ア
ン
ネ
神
父
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
神
父
の
３
人
が
今
年
１
月
に

大
分
教
区
で
あ
っ
た
同
養
成
講

座
を
受
講
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
。説

教
後
、
司
祭
た
ち
は
「
キ

リ
ス
ト
に
選
ば
れ
た
司
祭
が
、

神
の
こ
と
ば
と
秘
跡
に
よ
っ
て

人
々
に
仕
え
、
与
え
ら
れ
た
使

命
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
」
と
司
祭
と
し
て
の
約
束

を
更
新
、
ま
た
参
列
者
た
ち
は

司
祭
が
人
々
を
神
へ
と
導
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
司
教
が
よ

い
牧
者
と
し
て
仕
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
祈
り
を
さ
さ
げ

た
。
そ
の
後
は
ミ
サ
の
中
で

は
、
小
教
区
に
持
ち
帰
ら
れ
る

病
者
の
た
め
の
油
、
洗
礼
志
願

者
の
た
め
の
油
が
祝
別
さ
れ
た

ほ
か
、
聖
香
油
が
聖
別
さ
れ

た
。ミ

サ
の
終
わ
り
に
は
、
こ
の

春
、
新
し
く
主
任
司
祭
と
な
る

司
祭
が
司
教
の
前
で
信
仰
宣
言

し
、
福
音
書
に
手
を
触
れ
「
忠

誠
の
宣
誓
」
を
行
い
、
司
教
か

ら
任
命
書
が
手
渡
さ
れ
た
。
ま

た
教
区
本
部
付
き
で
ザ
ビ
エ
ル

教
会
協
力
司
祭
と
な
る
ア
ン
神

父
に
も
任
命
書
が
、
最
後
に
教

区
書
記
長
と
な
る
霧
島
神
父
は

書
記
長
と
し
て
適
正
に
そ
の
義

務
を
果
た
す
こ
と
な
ど
を
宣
誓

し
た
上
で
、
教
区
書
記
長
で
ザ

ビ
エ
ル
教
会
協
力
司
祭
及
び
垂

水
教
会
管
理
者
の
任
命
書
が
手

渡
さ
れ
た
。

こ
の
日
の
ミ
サ
に
は
、
４
月

３
日
に
留
学
先
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
久
山

元
太
郎
神
学
生
が
侍
者
を
務
め

る
姿
が
見
ら
れ
た
。

め
ま
し
た
。
そ
れ
は
聖
母
マ

リ
ア
が
各
信
者
の
個
人
的
な

信
心
の
対
象
で
あ
る
だ
け
で

は
な
く
、
使
徒
の
後
継
者
で

あ
る
教
皇
と
司
教
団
、
司
祭

団
、
奉
献
生
活
者
、
信
徒
で

構
成
さ
れ
る
神
の
民
の
全
体

の
母
で
あ
る
、
と
い
う
捉
え

方
で
あ
り
ま
す
。
 

先
日
、
教
皇
庁
よ
り
、
５

月
31
日
の
「
聖
母
の
訪
問
」

の
祝
日
に
全
世
界
の
聖
母
の

巡
礼
地
と
各
教
区
の
聖
母
に

捧
げ
ら
れ
た
教
会
で
、
特
別

の
祈
り
を
捧
げ
て
ほ
し
い
と

の
要
請
の
手
紙
が
届
き
ま
し

た
。
目
的
は
今
秋
バ
チ
カ
ン

で
開
か
れ
る
「
第
16
回
通
常

司
教
シ
ノ
ド
ス
」
の
成
功
の

た
め
で
す
。

全
世
界
の
教
会
の
た
め
に

開
か
れ
る
司
教
シ
ノ
ド
ス
が

実
り
豊
か
な
も
の
と
な
る
よ

う
、
教
会
の
母
聖
マ
リ
ア
の

取
り
次
ぎ
を
神
の
民
に
願
う

こ
と
は
誠
に
相
応
し
い
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

カ
テ
ド
ラ
ル
で

聖
香
油
の
ミ
サ

司教から任命書を渡される
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大熊教会
鄭 成 淙

��������

神父

大口教会
橋口啓悟神父

入来教会
ヨルダン・ハンマ神父

川内教会
テヨドル・メニッヒ神父

教区長
中野裕明司教

ザビエル教会
ファン・ミン・アン神父

国分教会
サンタマリア・
ジュゼッペ神父

志布志教会
オローフォ・ベル
ナルディーノ神父

静　養
寝占敦之神父

吉野教会
栃尾泰英神父

ザビエル教会
小隈憲士神父

出　向
山口好信神父

鴨池教会
李秉德
������

神父

本部及び垂水・
ザビエル教会

霧島　彬神父

瀬留教会
申 賢 圭
�������

神父

指宿教会
郡山健次郎司教

加世田教会
鄭 法 鍾

��������

神父
種子島教会
朴鎭亮
������

神父

大笠利教会
内野洋平神父

出水・阿久根教会
宋診旭
������

神父

鹿屋教会
グエン・フン・タム神父

聖心教会
鈴木康由神父

古田町・古仁屋教会

松永正男神父
古田町・古仁屋教会

久保芳一神父
古田町・古仁屋教会

山浦義春神父

谷山教会
福崎英雄神父

母間・和泊教会
ジョバンニ・ドン・
ボスコウォラ神父

姶良教会
末吉卓也神父

旧司教館
永山幸弘神父

紫原教会
貴島丈弥神父

善き牧者幼稚園
小川靖忠神父

引　退
丸野六雄神父

引　退
田原　章神父

小島芳武助祭 桃薗淳一郎助祭 久保俊弘助祭 四條淳也助祭 川口　茂助祭 石神秀人助祭 重久知司助祭 池上利男助祭

玉里教会
泉　浩二神父

小宿教会
朴昶奎
�������

神父

溝辺教会
ジュオン・ヴァン・
ドォク・ティエン神父

鹿
児
島
教
区
で
働
く
司
祭
・
助
祭

母間・和泊教会
石田　望神父

谷山教会
盛　克志神父

ザ
ベ
リ
オ
宣
教
会
①

コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
会
④

レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
⑦

鹿
児
島
教
区
㉑

韓
国
・
仁
川
教
区
②

ベ
ト
ナ
ム
・
ニ
ャ
チ
ャ
ン
教
区
②

終
身
助
祭
⑧
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公
会
議
終
了
か
ら
18
年
後
、
１

９
８
３
年
１
月
25
日
付
け
で
、

聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
教
皇

は
新
教
会
法
典
を
公
布
し
ま
し

た
。教

皇
は
そ
の
発
行
の
た
め
の

使
徒
憲
章
『
サ
ク
レ
・
デ
ィ
ッ

シ
プ
リ
ネ
・
レ
ジ
ェ
ス
』

（
『
カ
ト
リ
ッ
ク
新
教
会
法

典
』
ⅶ
〜
ⅷ
頁
、
１
９
８
３
年

１
月
25
日
、
於
ロ
ー
マ
）
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
 

「
手
段
と
し
て
の
こ
の
法
典

は
、
教
会
の
本
性
と
ま
っ
た
く

一
致
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
法

典
が
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議

の
教
え
全
体
、
特
に
公
会
議
の

教
会
に
関
す
る
教
え
に
基
づ
い

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
な
ら
、
こ
の
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
…
」
 

教
会
に
固
有
な
、
真
の
イ
メ

ー
ジ
を
現
す
要
素
の
中
で
、
特

に
次
の
点
は
強
調
す
べ
き
で

す
。

Ⅸ
・
公
会
議
の
精
神
の
法
制

化
⑴
公
会
議
の
教
え
の
大
き
な

実
践
の
実
り
と
し
て
新
教
会
法

典
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

教
皇
パ
ウ
ロ
６
世
は
公
会
議

開
催
中
か
ら
公
会
議
の
成
果
を

法
制
化
し
て
新
し
い
教
会
法
典

を
公
布
す
る
予
定
に
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
ほ
ど
そ
れ
ま
で
の

教
会
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い

た
の
で
す
。

新
教
会
発
布
に
は
多
く
の
労

力
と
時
間
を
要
す
る
も
の
で
す

し
、
し
か
も
教
会
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
は
止
め
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
歴
代

の
教
皇
た
ち
は
「
勧
告
」
、

「
書
簡
」
、
「
回
勅
」
な
ど
を

公
布
す
る
と
と
も
に
、
教
皇
庁

も
具
体
的
な
教
令
、
指
示
、
通

達
な
ど
を
出
し
て
対
応
し
ま
し

た
。
 

⑵
こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て

３
日
（
水
）
聖
フ
ィ
リ
ポ
　
聖
ヤ
コ
ブ
使
徒

▼
石
田
望
神
父
霊
名
（
聖
フ
ィ
リ
ポ
）

４
日
（
木
）
盛
克
志
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
９
１
年
）

７
日
（
日
）
復
活
節
第
５
主
日

９
日
（
火
）
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
10
時

13
日
（
土
）
聖
書
の
分
か
ち
合
い
・
教
区
本
部
・
14
時

14
日
（
日
）
復
活
節
第
６
主
日

▼
世
界
広
報
の
日
（
献
金
）

福
音
宣
教
は
わ
た
し
た
ち
の
使
命
で
す
。
「
世
界
広
報

の
日
」
は
、
こ
の
福
音
宣
教
の
分
野
の
中
で
も
と
く
に
新

聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
広
報
媒
体
を
用
い
て
行
う
宣
教
に
つ
い
て
、
教

会
全
体
で
考
え
、
反
省
し
、
祈
り
、
献
金
を
さ
さ
げ
る
日

で
す
。
日
本
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
や
技
術
の
進
歩
し
て
い

る
国
で
、
広
報
が
社
会
や
文
化
に
及
ぼ
す
影
響
は
は
か
り

し
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
広
報
の
重
要
性
を
再
認
識

し
、
広
報
を
通
し
て
社
会
と
人
々
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
、
実
際
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
っ
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
世
界
広
報
の
日
」
は
、
第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
で
定

め
ら
れ
、
１
９
６
７
年
以
来
、
毎
年
教
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
多
く
の
国
で
は
復
活
節
第
７

主
日
を
こ
の
日
に
定
め
て
い
ま
す
。

16
日
（
火
）
カ
リ
タ
ス
鹿
児
島
・
教
区
本
部
・
14
時

17
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
デ
ィ
ー
ノ
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
９
８
年
）

20
日
（
土
）
デ
ィ
ー
ノ
神
父
霊
名
（
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
）

21
日
（
日
）
主
の
昇
天

23
日
（
火
）
司
祭
評
議
会
・
教
区
本
部
・
14
時

24
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
14
時

25
日
（
木
）
聖
マ
リ
ア
学
園
・
教
区
本
部
・
10
時

27
日
（
土
）
聖
書
の
分
か
ち
合
い
・
教
区
本
部
・
14
時

28
日
（
日
）
聖
霊
降
臨
の
主
日

30
日
（
火
）
教
区
司
祭
会
・
教
区
本
部
・
16
時
30
分

31
日
（
水
）
聖
母
の
訪
問

▼
タ
ム
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
０
７
年
）

【
司
教
日
程
】
９
日
福
岡
大
神
学
院
会
議
、
10
〜
11
日
常
任
司
教
委
員

会
（
東
京
）
、
16
日
カ
リ
タ
ス
鹿
児
島
、
18
〜
19
日
大
口
明
光
学
園
、

23
日
司
祭
評
議
会
、
24
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
25
日
聖
マ
リ
ア
学
園
、

28
日
鹿
屋
教
会
訪
問
、
31
〜
１
日
常
任
司
教
委
員
会
（
東
京
）

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

教
　
　
皇

教
会
の
諸
活
動
と
諸
団
体

日
本
の
教
会
　
子
ど
も
た
ち

「
聖
書
愛
読
運
動
」
旧
約
聖
書
教
訓
・
予
言
書
コ
ー
ス
完
走
者

重
久
知
司
助
祭
（
母
間
小
教
区
）
、
市
来
房
枝
さ
ん
（
国
分
教

会
）
、
中
野
美
枝
子
さ
ん
、
権
頭
暁
子
さ
ん
（
聖
心
教
会
）
、
山
口

寛
子
さ
ん
（
ザ
ビ
エ
ル
教
会
）
、
山
城
充
さ
ん
（
加
世
田
小
教
区
）

※
４
月
18
日
現
在

在
に
再
び
命
を
与
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
命
の
与

え
主
で
あ
る
神
様
は
再
び
命
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
地
上
で
実
現
す
る
神

の
国
で
神
様
や
イ
エ
ス
様
と
永

遠
に
生
き
る
こ
と
が
き
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
を
証
し
し
た
の
が
イ
エ
ス

様
の
復
活
な
の
で
す
。
 

歴
史
は
神
様
の
救
済
史
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
神
様
が
始

こ
の
神
様
の
支

え
と
計
ら
い
を
信

じ
る
か
否
か
が
信

仰
な
の
で
す
 

神
様
の
創
造
の
目
的
は
人
間

を
御
自
分
の
子
供
と
す
る
こ

と
、
御
自
分
の
永
遠
の
幸
福
に

与
ら
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
人
類

を
永
遠
の
安
息
に
与
ら
せ
る
こ

と
で
す
。

人
間
と
は
異
な
り
神
様
の
目

的
が
果
た
さ
れ
な
い
こ
と
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
目
的

の
成
就
こ
そ
終
末
で
あ
り
、
神

の
国
の
実
現
で
あ
り
、
私
た
ち

の
救
い
が
実
現
す
る
時
な
の
で

す
。
 

め
た
も
の
は
神
様
が
終
わ
ら
せ

る
、即
ち
、完
成
さ
せ
て
く
だ
さ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
あ
れ
ば
創
造
主
で
あ
る
神

様
は
愛
ゆ
え
に
私
た
ち
被
造
物

が
死
ん
だ
ま
ま
に
し
て
お
か
れ

な
い
の
で
す
。
で
あ
れ
ば
神
様

が
私
た
ち
を
助
け
て
く
だ
さ
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

詩
編
の
中
で
「
あ
な
た
の
重

荷
を
主
に
ゆ
だ
ね
よ
／
主
は
あ

な
た
を
支
え
て
く
だ
さ
る
。
主

は
従
う
者
を
支
え
／
と
こ
し
え

に
動
揺
し
な
い
よ
う
に
計
ら
っ

て
く
だ
さ
る
」
と
謳
わ
れ
て
い

ま
す
（
55
・
23
）。

こ
の
コ
ラ
ム
で
幾
度
と
な
く

「
終
末
」
や
「
神
の
国
の
実
現
」、

そ
し
て「
神
の
救
い
」と
い
う
こ

と
を
話
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
言
葉
が
意
味
す
る
こ
と
を

概
観
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。根

本
問
題
と
し
て
な
ぜ
終
末

が
到
来
す
る
の
か
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。も
ち
ろ
ん
こ
の「
終

末
」
と
は
世
の
終
わ
り
や
破
滅

の
時
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
終
末
の
到
来
の
根
本
に
は

「
人
間
は
神
の
被
造
物
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
愛
さ
れ
た
存
在
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
 

も
し
自
分
が
可
愛
が
っ
て
い

た
ペ
ッ
ト
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

場
合
、
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

る
で
し
ょ
う
か
。
愛
お
し
け
れ

ば
愛
お
し
い
だ
け
深
く
悲
し

み
、
も
っ
と
自
分
と
一
緒
に
長

く
生
き
て
も
ら
い
た
か
っ
た
と

思
う
は
ず
で
す
。
私
た
ち
人
間

が
こ
の
地
上
の
命
を
終
え
た
と

し
た
ら
神
様
も
同
じ
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
す
。

人
間
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
存

終
末
が
あ
る
こ
と
の
意
味

《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
》
62

会

と

催

し

５
月

教
会
は
、
神
の
民
で
あ
り

（
『
教
会
憲
章
』
第
２
章
参

照
）
、
位
階
的
な
権
威
は
奉
仕

で
あ
る
こ
と
（
同
３
章
参

照
）
、
教
会
は
共
同
体
と
し
て

交
わ
り
で
あ
り
、
こ
の
交
わ
り

が
部
分
教
会
と
普
遍
教
会
と
の

間
、
司
教
の
団
体
性
と
教
皇
の

首
位
性
と
の
間
に
存
在
す
べ
き

こ
と
、
同
様
に
神
の
民
の
す
べ

て
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
ふ

さ
わ
し
い
形
で
キ
リ
ス
ト
の
祭

司
的
、
預
言
的
、
王
的
務
め
に

あ
ず
か
る
者
で
あ
り
、
信
者
す

べ
て
、
な
か
で
も
信
徒
も
義
務

と
権
利
を
持
つ
者
で
あ
る
と
い

う
こ
と
な
ど
で
す
。
 

⑶
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二

世
の
こ
の
憲
章
に
よ
っ
て
新
教

会
法
が
公
会
議
の
精
神
、
特
に

教
会
憲
章
の
精
神
と
本
質
的
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
白

に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
今

回
の
テ
ー
マ
「
多
様
性
と
一

致
」
に
関
し
て
権
威
あ
る
内
容

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

（
続
く
）

第
四
部
　
多
様
性
の
中
の
一
致
の
実
践
に
向
か
う

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
多
様
性
を
生
き
る

～
と
く
に
信
徒
と
聖
職
位
階
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
～
⑥

鹿
児
島
教
区
司
祭
　

永

山

幸

弘

「ウクライナ」支援募金 教区では、レデ
ンプトール宣教修道女会とカノッサ修道女
会を通してウクライナ支援することにしま
した。郵便振替は下記の通り。

郵便振替：02030－2－8359
加入者名：カトリック鹿児島司教区
＊通信欄に「ウクライナ」と明記の事
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秩
序
に
与
え
る
影
響
は
好
ま
し

く
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
の
神
が

君
父
の
上
に
あ
る
と
す
れ
ば
、

君
を
軽
ん
じ
、
父
を
軽
ん
ず
る

こ
と
は
必
定
で
大
変
な
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
に
わ
が
国
民
は
異

教
を
信
じ
や
す
い
と
き
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
キ
リ
ス
ト
教

を
厳
し
く
禁
じ
る
こ
と
は
、
決

し
て
過
剰
防
衛
に
は
な
ら
な

い
」
と
。

政
教
分
離
や
人
権
の
思
想
の

確
立
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
の

こ
と
、
何
で
あ
れ
徳
川
幕
府
が

き
ず
い
た
封
建
制
度
を
お
び
や

か
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
は
、

す
べ
て
こ
れ
を
排
除
す
る
と
い

う
方
針
を
、
白
石
ほ
ど
の
学
者

で
も
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
四

民
平
等
を
説
い
た
一
向
宗
が
権

列
福
申
請
が
提
出
（
２
０
２

１
年
11
月
）
さ
れ
た
シ
ド
ッ
チ

神
父
の
こ
と
を
よ
く
学
び
、
鹿

児
島
教
区
民
が
崇
敬
す
る
よ
う

に
な
る
た
め
に
、
第
２
回
シ
ド

ッ
チ
祭
で
屋
久
島
の
方
々
に
向

け
て
当
時
の
教
区
長
糸
永
真
一

司
教
の
講
演
し
た
そ
の
要
旨
を

お
伝
え
し
た
い
。

１
・
日
本
渡
来
の
目
的

で
は
、
な
ぜ
シ
ド
ッ
チ
神
父

は
厳
し
い
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令

の
し
か
れ
た
日
本
に
や
っ
て
来

た
の
で
し
ょ
う
か
。
白
石
が
シ

ド
ッ
チ
尋
問
の
内
容
に
自
分
の

所
見
を
加
え
て
記
録
し
た
「
西

洋
紀
聞
」
に
よ
れ
ば
、
シ
ド
ッ

チ
来
日
の
目
的
は
次
の
通
り
で

す
。日

本
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン

迫
害
に
心
を
痛
め
て
い
た
ロ
ー

マ
法
王
は
、
当
時
の
支
那
及
び

シ
ャ
ム
に
お
い
て
一
旦
禁
じ
ら

れ
た
キ
リ
ス
ト
教
が
再
び
自
由

を
快
復
し
た
こ
と
に
か
ん
が

み
、
日
本
に
お
い
て
も
キ
リ
ス

ト
教
解
禁
を
期
待
し
、
正
式
使

者
の
先
触
れ
と
し
て
シ
ド
ッ
チ

を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
た
の
で

し
た
。
シ
ド
ッ
チ
自
身
、
自
分

は
こ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
、

毋
と
兄
を
捨
て
、
万
里
の
波
濤

を
こ
え
て
は
る
ば
る
来
日
し
た

こ
と
を
告
げ
ま
す
。

ま
た
も
し
キ
リ
ス
ト
教
布
教

の
自
由
が
得
ら
れ
る
な
ら
、
そ

れ
は
望
外
の
喜
び
で
あ
る

が
、
し
か
し
、
た
と
え
国
禁
を

犯
し
た
と
し
て
極
刑
に
処
せ
ら

れ
て
も
悔
い
る
と
こ
ろ
は
な

い
と
、
覚
悟
の
ほ
ど
を
述
べ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
神
父
は
、
屋

久
島
で
捕
え
ら
れ
た
折
、
長

崎
護
送
を
拒
ん
だ
の
も
、
直
接

幕
府
に
出
頭
し
て
そ
の
使
命
を

果
た
す
た
め
で
あ
っ
た
と
つ

け
加
え
て
い
ま
す
。

当
時
長
崎
に
は
、
日
本
と
の

通
商
を
許
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人

が
出
島
に
い
ま
し
た
が
、
カ
ト

リ
ッ
ク
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
オ
ラ
ン
ダ

人
の
介
入
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
布

教
再
開
に
不
利
で
あ
る
こ
と
を

百
も
承
知
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。し

か
し
、
シ
ド
ッ
チ
神
父
の

生
命
が
け
の
要
請
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
は

解
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
白
石

は
大
要
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

ま
す
。
「
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会

神
様

�
�
�
�

が
本
当

�
�
�
�

に
い
る
か
ど

う
か
考

�
�
�

え
た
こ
と
は
誰�

�

で

も
一
度

�
�
�

く
ら
い
は
あ
る
と

思�
�

い
ま
す
。
目�

に
見�

え
れ

ば
そ
こ
に
“
い
る
”
っ
て

信�
�

じ
ら
れ
る
け
れ
ど
、
見
え
な
け
れ
ば
本
当
に
そ
れ
が

“
い
る
”
か
ど
う
か
分�

か
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

で
は
火
星
人

�
�
�
�
�

は
い
る
で
し
ょ
う
か
…
？
「
い
る
」
と
言�

う
人�

�

も
「
い
な
い
」
と
言
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も

「
火
星
人
」
と
い
う

言
葉

�
�
�

を
聞�

い
て
お
互�

�

い
が
そ
れ
を
考

�
�
�

え
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
も
し
「
ミ
カ
ノ
マ
シ
ゴ
カ
は
い

る
で
し
ょ
う
か
」
と
聞
か
れ
た
ら
「
は
ぁ
〜
何�

�

そ
れ
」
っ

て
な
る
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
っ
て
こ
と
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
ま
た
は
っ

き
り
と
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
が
“
あ
る
”
っ
て

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昔�
�
�、

人
間

�
�
�
�

は
空�

�

を
見
て
鳥�

�

の
よ
う
に
空
を
飛�

べ
た
ら
な

ぁ
〜
と
思
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
誰
か
に
口�

�

に
し

た
時�

�

「
そ
ん
な
の
無
理

�

�

に
決�

ま
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
「
空
を
飛
ぶ
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
ら
れ
た
か

ら
こ
そ
、
後
に
飛
行
機

�
�
�
�

と
い
う
も
の
を
作�

�

る
こ
と
が
出
来

�

�

た
の
で
す
。

つ
ま
り
飛
行
機
そ
れ
自
体

�
�
�

が
存
在

�
�
�
�

す
る
前�

�

に
既�

�

に
空
を

飛
ぶ
た
め
の
何
か
は
頭

�
�
�

の
中�

�

に
ぼ
ん
や
り
と
“
あ
っ
た
”

と
言
え
る
の
で
す
。
で
あ
れ
ば
心

�
�
�

の
中
に
あ
る
も
の
は
何

ら
か
の
形

�
�
�

で
存
在
し
得�

る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
な
ら
神
様
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
の
は
、
神

様
が
い
る
か
ら
だ
と
言
え

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が

…
ど
う
思
い
ま
す
か
？
 

聖�
�

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
「
知�

る
こ
と
な
し
に
、
だ
れ

が
あ
な
た
を
呼�

び
求�

�

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
知
ら

な
い
な
ら
ば
、
別�

�

の
も
の
を
そ
れ
と
思
っ
て
呼
び
求
め
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
（
『
告
白

�
�
�
�

』

１
・
１
）
、
と
神
様
に
訴

�
�
�

え
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
神
様
を
中
心

�
�
�
�
�

と

し
て
イ
エ
ス
様
や
教
会

�
�
�
�
�

の
こ
と
に

つ
い
て
こ
れ
か
ら
学�

�

ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

神
様
の
存
在
を
信
じ
る
こ
と

要　　理

シ
ド
ッ
チ
神
父
に
つ
い
て
学
ぼ
う
③

第
２
回
シ
ド
ッ
チ
祭
（
糸
永
司
教
）
講
演
要
旨
　
　

力
者
に
よ
っ
て
迫
害
さ
れ
た
こ

と
は
、
島
津
藩
に
お
い
て
も
そ

の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

こ
う
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁

令
は
、
明
治
５
年
、
世
界
列
強

の
圧
力
に
よ
っ
て
撤
廃
さ
れ

る
ま
で
、
な
お
１
世
紀
半
に
わ

た
っ
て
継
統
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

た
だ
一
つ
、
こ
こ
で
注
目
し

て
お
き
た
い
の
は
、
シ
ド
ッ
チ

尋
問
の
結
果
、
白
石
が
キ
リ

シ
タ
ン
侵
略
説
ま
た
は
奪
国
論

の
誤
解
を
捨
て
て
い
る
こ
と
で

す
。
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
一

つ
の
理
由
と
さ
れ
た
奪
国
論
と

は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
発
展
を
妬

む
人
々
が
幕
府
に
進
言
し
た

議
論
で
す
が
、
白
石
は
そ
れ
を

否
定
し
て
大
要
次
の
よ
う
に
記

か
ら
の
園
長
・
副
園
長
13
人
と

教
職
員
19
人
。

午
前
10
時
に
始
ま
っ
た
み
こ

と
ば
の
祭
儀
で
は
、
福
音
朗
読

後
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
幼
稚
園
で

３
月
31
日
（
金
）
、
ザ
ビ
エ

ル
教
会
で
カ
ト
リ
ッ
ク
鹿
児
島

教
区
幼
保
連
盟
主
催
の
合
同
辞

令
交
付
式
が
あ
っ
た
。

こ
の
日
、
同
式
典
に
出
席
し

た
の
は
、
聖
マ
リ
ア
学
園
、
カ

ト
リ
ッ
ク
学
園
、
カ
ト
リ
ッ
ク

大
隅
学
園
の
三
つ
の
学
校
法
人

し
て
い
ま
す
。
 

「
シ
ド
ッ
チ
は
、
一
国
の
侵

略
的
で
あ
る
か
否
か
は
宗
教
に

よ
ら
ず
、
人
に
係
る
と
言
っ

た
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、

キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
が
わ
が
国

に
来
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教

を
広
め
る
た
め
で
あ
っ
て
、
従

来
わ
が
方
が
信
じ
込
ん
で
い
る

よ
う
に
、
わ
が
国
を
奪
い
取

る
た
め
で
は
な
い
。
そ
の
キ
リ

ス
ト
教
の
本
意
な
ら
び
に
そ
の

地
勢
等
を
考
え
れ
ば
、
日
本

を
奪
う
と
い
う
謀
略
な
ど
あ
り

得
な
い
で
あ
ろ
う
」
 

白
石
の
こ
う
し
た
理
解
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
わ
れ
な
い
キ

リ
ス
ト
教
邪
教
観
や
奪
国
諭

が
長
く
日
本
人
の
心
に
残
っ
た

の
は
残
念
な
こ
と
で
し
た
。
 

（
続
く
）
 

働
く
職
員
に
向
け
て
、
教
区
幼

保
連
盟
会
長
を
務
め
る
中
野
司

教
が
「
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て

イ
エ
ス
が
弟
子
た
ち
に
示
し
た

教
訓
」
（
子
ど
も
の
よ
う
に
な

ら
な
け
れ
ば
天
の
国
に
入
れ
な

い
）
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

司
教
は
マ
タ
イ
、
マ
ル
コ
、

ル
カ
の
福
音
書
か
ら
「
主
が
弟

子
た
ち
の
誰
が
一
番
偉
い
の

か
？
　
と
の
問
い
に
、
子
ど
も

を
通
し
て
諭
さ
れ
た
」
こ
と
を

取
り
上
げ
、
子
ど
も
の
よ
う
に

素
直
に
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
な

ど
を
説
き
、
子
ど
も
に
神
の
存

在
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
や

家
族
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
生

き
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
の
接

し
方
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
。
そ
の
後
、
理
事
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
に
辞
令
が

手
渡
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
後
は

園
長
、
副
園
長
に
向
け
て
の
司

教
の
特
別
講
話
も
あ
っ
た
。

田
原
章
神
父
は
３
月
17
日

（
金
）
、
司
祭
叙
階
70
周
年
の

プ
ラ
チ
ナ
祝
を
迎
え
た
。

▼
教
区
経
済
問
題
評
議
会

３
月
19
日
（
日
）
午
後
、
教

区
本
部
を
主
会
場
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
利
用
し
て
、
教
区
経

済
問
題
評
議
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
日
は
、
先
の
責
任
役

員
会
で
承
認
さ
れ
た
２
０
２
３

年
度
の
予
算
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
た
。

▼
シ
ョ
フ
ァ
イ
ユ
の
幼
き
イ
エ

ズ
ス
会
古
仁
屋
修
道
院
閉
鎖

１
９
６
０
年
に
開
設
さ
れ
た

古
仁
屋
修
道
院
が
昨
年
度
末
に

閉
鎖
さ
れ
、
同
時
に
同
会
が
経

営
母
体
と
な
っ
て
い
た
古
仁
屋

親
愛
幼
稚
園
も
瀬
戸
内
町
に
譲

渡
さ
れ
た
。

合
同
で
辞
令
を
交
付

カ
ト
リ
ッ
ク
鹿
児
島
教
区
幼
保
連
盟

▼
奄
美
大
島
の
子
ど
も
た
ち
が

長
崎
巡
礼

３
月
15
日
（
水
）
か
ら
18
日

ま
で
、
奄
美
大
島
の
中
学
、
高

校
生
ら
４
人
が
長
崎
市
内
の
教

会
や
大
崎
教
会
を
巡
礼
し
た
。

▼
田
原
神
父
が
叙
階
70
周
年

引
退
し
て
現
在
は
療
養
中
の


